
 

 

 

設計者・施工者向け「京都左官協同組合 京土壁仕様」説明会 

～歴史的まちなみと木造伝統文化の魅力を守りながら安心して暮らし続けられる住まい・まちづくりに向けて～ 

千三百年の歴史を持つ「竹小舞下地土壁」（以下、「土壁」と略す）は、日本建築に欠かせない重要な

構成要素で、今後の社会、住まいに求められる様々な優れた性能を総合的に保有しています。これは現

在普及している他材料には見られない大きな特徴といえます。 

その中で京都は、千年の都として栄えた歴史を背景に、良質な壁土の産地に恵まれ、都に求められた

美しさと洗練された高度な技が凝縮した文化が発展し継承されてきました。既往実験でも京都深草産の

壁土の品質の高さ、土壁としての優れた耐震性、防火性が確認されています。 
 
しかし、自然材料の品質管理の難しさ、施工のバラツキ、法令上の耐震性の評価の低さ、情報不足等

を背景に土壁は使い難い状況にありました。 

そのため、京都工芸繊維大学森迫清貴学長、村本真講師、関西木造住文化研究会の協力を得て、平成 

23 年よりこれらの諸課題を解決するための研究に取り組み、その成果として、「実験で確認された優れ

た耐震性能を備えた良質な土壁（「京土壁仕様」）」を現場で実現できる品質管理体制を整備しました。 

なお、京都市では同仕様を建築基準法の壁倍率告示適合仕様として取り扱っています＊。 
 
本説明会では、他材料には見られない土壁の優れた性能、及び京土壁仕様の特徴とその使い方を概説

いたします。同仕様は、左官技能者の多彩な技能を損なわない方法で土壁の品質の向上・安定化を図る

ことができるため、優れた耐震性を持つ良質で長寿命の木造建築の新築・増改築・補修・補強が容易に

なり、歴史的まちなみと木造伝統文化の魅力を守りながら快適で安心して暮らし続けられる住まい・ま

ちづくりが促進されることが期待されます。さらに左官技能の継承と全国各地の土壁文化の保全・再生

にも寄与できると考えております。是非お気軽にご参加ください。 

 

 日   時 12 月 9 日（日）13：30～16：00（開場 13：00） 

 プログラム   

 1.はじめに  

 2.京土壁仕様の特徴と使い方  解説：佐藤ひろゆき 

  1）他材料には見られない土壁の優れた性能と魅力 

  2）京都の土壁の特徴と魅力 

  3）京土壁仕様の特徴と使い方 

  休憩 

3.質疑応答 

 4.おわりに  

 
 
会 場 ルビノ京都堀川（京都市上京区東堀川通下長者町下ル、TEL 075-432-6161） 

参加費 無料、但し資料代 500 円 

参加申込方法 お名前、所属、電話・ＦＡＸ番号、メール 

アドレスを明記の上、12 月 1 日（土）までにＦＡＸ 

又は下記の京都左官協同組合ＨＰからお申込み下さい。 

参加申込・問合せ先 京都左官協同組合 

   TEL075-353-7335、FAX075-353-7290、 

【組合ＨＰ新着情報】「京土壁仕様説明会」   

   京都市下京区大宮通五条下る東側南門前町484番地 

主催 京都左官協同組合 

協力 京都工芸繊維大学、NPO法人関西木造住文化研究会 

＊京都市ＨＰ、京町家できること集改訂版 42-44 頁 

   解説編「第 5 構造耐力に関する規定」、事例 2        

京都市内唯一の

壁土採取場深草 

実 験 試 験 体  

土塗り施工 

H２６・２７年京土壁実大載荷実験

【会場案内図】 
市バス９番又は５０番、「堀川下長者町」下車 

東側すぐ。又は地下鉄烏丸線「丸太町駅」下車 

２番出口より徒歩約１５分。駐車場有） 

 

  

http://kyotosakan.com/002.html
http://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/cmsfiles/contents/0000161/161706/291025dekirukotoshuukaiteiban.pdf

	名称未設定

